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 I examined actual distribution of whales species off Shiretoko in the modern era through a variety of 
materials, which included sighting, stranding, landing, and reviewing literature as well as unpublished 
archives. With confirmed evidence, 13 species of 5 baleen whales and 8 toothed whales were recorded, such 
as Balaena glacialis, Balaenoptera musculus, B. physalus, B. acutorostrata, Megaptera novaeangliae, 
Physeter macrocephalus, Berardius bairdii, Mesoplodon stejnegeri, Delphinapterus leucas, Orcinus orca, 
Lagenorhynchus obliquidens, Phocoenoides dalli, Phocoena phocoena. Of those, B. glacialis, B. musculus, 
B. physalus had not been seen last 40 years, and D. leucas had been seen recently, but it was on rare 
occasions, typically a vagrant to Shiretoko waters. However, in the Nomination of the Shiretoko Peninsula 
for Inscription on the World Heritage List, there were 21 whale species listed. This was an over estimation 
of the actual figures.

はじめに

　オホーツク海に突き出た知床半島周辺の海はさ

まざまな環境がとりまく．北海道と国後島の間の
海域を根室海峡というが，半島付根の野付水道は
最深部で17mと極めて浅い．一方，知床岬付近は
急峻な陸上の地形がそまま水深2000mを超える千
島海盆に続いている．浅海と深海の両方が近接し
て存在することが，ここに回遊するクジラの種類
を増やしている．知床周辺海域（暫定名称）―標
津から知床岬を経て北見大和堆―を範囲に分布す

る鯨類を記述した．
　なお，小型捕鯨船からの目視情報や観察は聞き
取りによるもので，写真などの物的証拠がなく，
あくまで参考情報と考えたい．また，本論は宇仁
（2005）に若干の加筆訂正を加えたものである．

何種類いるか

　日本の4倍の面積を持つオホーツク海では，こ
れまでに19種類の鯨類が記録されてきた．列記
すると，ヒゲ鯨がホッキョククジラBlaena 

mysticetus，セミクジラBalaena glacialis，コククジ
ラEschrichtius robustus，ザトウクジラMegaptera 
novaeangliae，シ ロ ナ ガ ス ク ジ ラBalaenoptera 
musculus，ナガスクジラB. physalus，イワシクジラ
B. borealis，ミンククジラB. acutorostrataの8種類，
歯鯨がマッコウクジラPhyseter macrocephalus，ツ
チクジラBerardius bairdii，キタトックリクジラ
Hyperoodon ampullatus，アカボウクジラZiphius 
cavirostris，オウギハクジラMesoplodon stejnegeri，
シロイルカDelphinapterus leucas，シャチ Orcinus 
orca，コビレゴンドウGlobicephala macrorhynchus，
カマイルカLagenorhynchus obliquidens，イシイル
カPhocoenoides dalli，ネ ズ ミ イ ル カPhocoena 
phocoenaの11種類である．このうちホッキョクク
ジラは北海道周辺海域での観察はない．
　近年の観察や漂着は，斜里側（オホーツク側）
ではミンククジラ，ツチクジラ，シャチ，オウギ
ハクジラ，シロイルカ，カマイルカ，イシイルカ，
ネズミイルカの8種類．これに加え，種不明の大
型鯨類の身体の一部が漂着している（北海道新聞 
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2002年10月31日オホーツク面）．なお，シロイル
カはウトロ付近で羅網して死亡した1例のみが知
られているが刊行された報告はない．根室海峡で
の確実な観察記録は，斜里側の記録に加えザトウ
クジラ，マッコウクジラがあり，あわせると知床
半島沿岸では10種となり，これが現在の分布状況
と考えられる．
　日本捕鯨協会がまとめた1941年以降の捕獲統
計（日本捕鯨協会 1954）では，網走を基地とする
大型捕鯨の主要な捕獲対象はナガスクジラで，ほ
かにマッコウクジラとザトウクジラが記録されて

いる．セミクジラも戦前に北見大和堆付近などで
捕獲されている（松浦 1936）．シロナガスクジラ
については公式記録には記載がないが，後述のと
おり網走に陸揚げされたことがある．イワシクジ
ラは紋別で陸揚げされているが，網走ではない．
またコククジラは1960年代に1度，オホーツク海
で小型捕鯨船によって目視されたというが，場所
は不明である．
　一方，キタトックリクジラとアカボウクジラの
分布は疑問である．キタトックリクジラは旧ソ連
時代に報告があり（スレプツォーフ 1957），西脇
（1965）もオホーツク海で「4²6月に見られるも
のは，おそらくキタトックリクジラであろう」と
しているが，現在に至るまで同種の捕獲・観察・

漂着はない．しかしながら，ヒレナガゴンドウは
礼文島のオホーツク文化期の遺跡から出土したが

その後の生息記録がなく（Kasuya 1975），明治中期
に北海道日本海側の天塩（現: 苫前郡羽幌町）を
基地とした網取り式捕鯨では1890年に「巨頭」（ゴ
ンドウ）9頭の捕獲記録があるので（宇仁 2001a），
あるいはキタトックリクジラも1950年代あたり
までは分布していたのかも知れない．アカボウク
ジラは知床博物館によって報告されていたが（中

川 1988），後日写真鑑定によってオウギハクジラ
属の幼獣と確認され（日鯨研ストランディングレ

コード O-1676），それ以外の記録は知られていな
い．
　よって，近代以降に知床周辺海域に回遊してい
た確実な証拠のある鯨類は13種（セミクジラ，シ
ロナガスクジラ，ナガスクジラ，ミンククジラ，
ザトウクジラ，マッコウクジラ，シロイルカ，ツ
チクジラ，オウギハクジラ，シャチ，カマイルカ，
イシイルカ，ネズミイルカ），現在の通常状態では
9種（ミンククジラ，ザトウクジラ，マッコウク
ジラ，ツチクジラ，シャチ，オウギハクジラ，カ
マイルカ，イシイルカ，ネズミイルカ）と考えら
れる（表1）．
　ところで，日本政府が2004年1月に提出した知
床の世界遺産推薦書（Goverment of Japan 2004: 以
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表１．近代の知床周辺海域で確実な証拠をもとに記録された鯨類．Table 1. Whales off Shiretoko with confirmed recored in 
the mordern era.

学名英名和名区分
Scientific nameEnglish nameJapanese nameCategory

現在，確実な観察や座礁漂着がある種 With confirmed sighting or stranding in recent days
Balaenoptera acutorostrataMike whaleミンククジラ
Megaptera novaeangliaeHumpback whaleザトウクジラ
Physeter macrocephalusSperm whaleマッコウクジラ
Delphinapterus leucasWhite whaleシロイルカ*
Berardius bairdiiBarid·s beaked whaleツチクジラ
Mesoplodon stejnegeriStejneger·s beaked whaleオウギハクジラ
Orcinus orcaKiller whaleシャチ
Lagenorhynchus obliquidensPacific white-sided dilphinカマイルカ
Phocoenoides dalliDall·s porpoiseイシイルカ
Phocoena phocoenaHabour porpoiseネズミイルカ

過去に記録された種 With confirmed photo or landing in the historical literatures
Balaena glacialisRight whaleセミクジラ
Balaenoptera musculusBlue whaleシロナガスクジラ
Balaenoptera physalusFin whaleナガスクジラ

*過去の記録は標津2回(1958年と2004年)とウトロ1回(2001年)．Two recored off Shibetsu (1958 and 2004) and off Utoro (2001). 
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下『推薦書』）を見ると，知床海域に分布する海生
哺乳類は28種となっている．『推薦書』はラッコ
を含めておらず，鯨類以外の海獣は鰭脚類7種（ア
シカ科がオットセイCallorhinus ursinusとトド
Eumetopias jubatusの2種，アザラシ科がゴマフア
ザラシPhoca largha，ゼニガタアザラシP. vitulina，
ワモンアザラシP. hispida，クラカケアザラシP. 
fasciata，アゴヒゲアザラシErignathus barbatus の5
種）としており，鯨類はコククジラ，ミンククジラ，

ザトウクジラ，イワシクジラ，アカボウクジラ，

ツチクジラ，オウギハクジラ，ハッブスオウギハ

クジラMesoplodon carlhubbsi，イチョウハクジラ
Mesoplodon ginkgodens，カマイルカ，シャチ，
ス ジ イ ル カStenella coeruleoalba，セ ミ イ ル カ
Lissodelphis borealis，ハ ン ド ウ イ ル カTursiops 
truncatus，マイルカDelphinus delphis，オキゴンド
ウPseudorca crassidens，ヒ レ ナ ガ ゴ ン ド ウ
Globicephala melas，コビレゴンドウ，ネズミイル
カ，イシイルカ，マッコウクジラの21種をリスト
に記載している．

　『推薦書』が引用した文献では，河村（1981）は，
大隅（1972）を引いて，アカボウクジラ，ツチク
ジラ，マイルカ，カマイルカ，セミイルカ，バン
ドウイルカ，ネズミイルカ，イシイルカ，コビレ
ゴンドウ，オキゴンドウ，サカマタ（シャチの別
称）の11種とし，大泰司（1988）は，河村（1981），
大隅（1981），西脇（1965）などからマッコウクジ

ラ，アカボウクジラ，ツチクジラ，キタトックリ
クジラ，イチョウハクジラ，ハッブスオオギハク
ジラ，オオギハクジラ，ネズミイルカ，イシイル
カ，マイルカ，スジイルカ，カマイルカ，セミイ
ルカ，バンドウイルカ，マゴンドウ，シオゴンド
ウ（コビレゴンドウの別称），オキゴンドウ，シャ
チ，セミクジラ，コククジラ，ザトウクジラ，シ
ロナガスクジラ，ナガスクジラ，イワシクジラ，
ニタリクジラBalaenoptera edeni，ミンククジラの
26種類を挙げている（種名と記載順序は出典通り，
『推薦書』は学名のみ）．
　『推薦書』附属資料の鯨類リストは引用文献を参

考にしつつ新たに検討して作成したものと考えら

れるが，沿岸での観察記録からすればかなり過大
なリストであり，逆に数例記録があるシロイルカ
が抜けている．『推薦書』掲載の鯨類のうち，コク
クジラとイワシクジラは過去にオホーツク海での

陸揚げや目視があるもの知床周辺海域の記録はな

く，コビレゴンドウは後述のように根室海峡での
目視情報はあるが確実でなく，アカボウクジラは
誤認，ハッブスオウギハクジラ，イチョウハクジ
ラ，ヒレナガゴンドウ，オキゴンドウ，ハンドウイ
ルカ，スジイルカ，マイルカ，セミイルカに至っ
ては過去の記録はまったく見られない．したがっ
て，『推薦書』の掲載鯨類は記録に基づかない推測
だけの種が含まれた，過大な見積もりである（表2）．
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表2．世界遺産推薦書に掲載種のうち知床周辺海域では確実な記録がない種．Table 2. Whales listed in the nomination of 
Shiretoko without confirmed evidence off Shiretoko.

学名英名和名区分
Scientific nameEnglish nameJapanese nameCategory

オホーツク海での捕獲や目視がある種 With sighting or landing another area of the Sea of Okhotsk
Eschrichtius robustusGray whaleコククジラ
Balaenoptera borealisSei whaleイワシクジラ

不確実な目視記録のある種 With uncomfirmed sighting
Globicephala macrorhynchusShort-finned pilot whaleコビレゴンドウ

誤認またはまったく記録がない種 Without any sighting, landing or stranding
Ziphius cavirostrisCuvier·s beaked whaleアカボウクジラ
Mesoplodon carlhubbsiHubbs· beaked whaleハッブスオウギハクジラ
Mesoplodon ginkgodensGinkgo-toothed beaked whaleイチョウハクジラ
Globicephala melasLong-finned pilot whaleヒレナガゴンドウ
Pseudorca crassidensFalse killer whaleオキゴンドウ
Tursiops truncatusBottlenose dolphinハンドウイルカ
Stenella coeruleoalbaStriped dolphinスジイルカ
Delphinus delphisCommon dolphinマイルカ
Lissodelphis borealisNorthern right whale dolphinセミイルカ
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研究史

　研究の意味を広くとり，方法はとわず未知の事
象の解明とすれば，知床周辺海域の鯨研究は大正
4年（1915）の網走での捕鯨開始にさかのぼる．道庁
の捕獲統計では翌5年にナガス127頭ザトウ4頭と
なっており知床周辺海域にナガスクジラが豊富だ

ったことが伺える（宇仁 2001a）．この事業場につ
いては網走市立図書館蔵の『網走の捕鯨記録自大

正四年至大正八年 野坂勇吉の大正網走懐旧記か
ら抜書』（以下『抜書』）に詳しく，1日に7頭が捕れ
たという記載もある．公式統計にシャチはないが，
大正5年撮影の鯨体処理場の写真には，シャチ2頭
（オス1・メス1）が写っている（北海道庁網走支庁 
1917）．イルカについても捕獲目的の調査が最初
の組織的調査であった（平島・大野 1944）．ただし
戦時中の検閲で捕獲の位置や数は伏せ字である．
　戦後は大村秀雄博士らがミンククジラの研究に

網走を訪れ，小型捕鯨業者から標本を得ている
（Omura & Sakiura 1956）．近年も小型捕鯨の捕獲
個体の胃内容分析からイシイルカの食性（Walker 
1996）とツチクジラの食性（Walker et al. 2002）が
発表されている．
　捕獲個体を材料としない研究では，北海道が主
催した「知床半島総合調査」で航空調査が行われた．
河村（1981）は1979年8月10日に「道北オホーツ
ク沿岸から沖合60浬に至る水域」の航空調査を行
ない，カマイルカ，ゴンドウ（未確認，暫定記載），
イシイルカの3種を発見した．
　直接観察では，佐藤晴子が標津を基地に，根室
海峡で高密度な観察を1995年から継続している．
4²10月は海が出航可能な状態ならばほぼ毎日観察
に船を走らせていおり，根室海峡が国内有数の鯨
類が豊かな海域であることが明らかにしてきた

（佐藤 1996, 1998 & 2004）．研究の一端は笠松
（2000）でも紹介されている．
　漂着個体からは1990年代後半にオウギハクジ
ラが得られるようになった．稚内と根室での記録
に加え，羅臼と斜里でも回収され，上述のとおり
混獲も確認されオウギハクジラがオホーツク海に

分布することが確実となった．斜里地域の漂着記
録は1996²2000年の短期間のまとめがあり，少数
の事例ながらイルカ類は7月に，ミンククジラは
10²11月の漂着が多かった（宇仁 2001b）．
　2005年の2²3月，朝日新聞社と知床財団との共

催による冬季の動物調査が実施された．2月27日
に行なわれた鯨類の航空調査では，根室海峡でツ
チクジラ1頭とネズミイルカ約10頭，オホーツク
側でミンククジラ1頭とネズミイルカ3頭を観察
した（谷口 2005; 笹森・小林 2006）．

各種解説

1）セミクジラ
　知床周辺海域の記録は，1925²34年に8月の北見
大和堆付近で4例，9月に知床岬北方沖で3例の捕
獲がある（松浦 1936）．戦後の記録は，学術捕獲が
1968年7月にサハリン北知床岬東南東沖で2頭が
捕獲され紋別に陸揚げされた（Omura et al. 1969）
ほか，網走の小型捕鯨が1961年にウトロ沖で目視
している（三好浩治私信）．北海道のオホーツク沿
岸では近年の観察はない．過去にはオホーツク文
化期の利尻島亦稚貝塚出土トナカイ角製クジラ像

に精巧なセミクジラの浮かし彫りが施されている．

2）コククジラ
　オホーツク海での目視は，1960年代に正確な場
所は不明だが小型捕鯨船，国後島北岸でのソ連調
査船の計2例あるが，1995年から濃密な観察が継
続中の根室海峡ではいまのところ観察事例はない．
アジア系群の一部個体は本州の太平洋沿岸を通り

サハリン北東沿岸の索餌海域に達すると推定され

ているが，これまでにオホーツク海での捕獲記録
がない．これは，この回遊経路を利用する個体が
極めて少なく，しかも太平洋からオホーツク海へ
は国後島と択捉島の間の国後水道以北を通過する

ためと考えられる（宇仁 2004b）．

3）シロナガスクジラ
　以前にも紹介したとおり（宇仁 1998, 2000 & 
2001a），1932年に網走の鯨体処理場に陸揚げされ
た写真が存在する．これには2種類あり，ひとつ
は「昭和七年夏」の文字が見える解剖場での写真

（図1），そして同一個体の解剖風景と見られる絵
はがき（図2・3）である．写真から，（1）大型で
ある，（2）小型の背ビレ，（3）黒一色のヒゲ板，
（4）右側面に白色部分が見られない，などの特徴
からシロナガスクジラと考えられる．写真には撮
影場所は記載されておらず，絵はがきのキャプシ
ョンは「東洋捕鯨」と旧い社名を使っており撮影
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図1．網走に陸揚げされたシロナガ
スクジラ．「昭和七年夏　東洋の事
業場」の文字が見える．野坂勇吉旧
蔵．網走市市史編纂室蔵．

図2．キャプションには「東洋捕鯨」
とあるが，設備や写真の品質などか
ら大正時代に市街地北方のタンネシ
ラリで操業していた東洋捕鯨ではな
く，網走港に事業所があった日本水
産の解剖場と考えられる．撮影年月
日はないが，切り取られた背ビレの
位置，背景の見物人から図1と同一
個体と判断した．網走市立図書館蔵．

図3．鋸穴の位置から同一個体を考え
られる．図2と組の絵はがき．ヒゲ板
が黒一色．網走市立図書館蔵．
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年代も場所も未記載だが，同一場面であり，日本
水産網走鯨体処理場と判断した．ただし，捕獲位
置は不明である．なお，写真の方は，網走の名士，
野坂勇吉旧蔵のものである．本種はオホーツク海
のような属海には分布しないとされることもある

が，まれには回遊することがあるのだろう．なお，
同年6月5日の小樽新聞には「長 鬚 鯨」の写真付き

す

記事があるが，こちらは夜間にナガスクジラの解
剖が行われており，この個体とは別である．

4）ナガスクジラ
　大正時代に始まった網走の捕鯨では主要な捕獲

対象で．岸近くでの捕獲もしばしばあった．日本
捕鯨協会（1954）によると，網走での捕鯨は1955
年にはナガス38頭ザトウ2頭であったものが翌56
年からナガスのみの捕獲となり，1956年14頭，
1957年6頭，1958年4頭，1959年3頭と激減し，
この年が大型捕鯨の最後となった．紋別でも沿岸
の資源減少から，1964年からはサハリン東方沖に
出漁するようになったが，ここでもナガスはわず
か4年間で減少が顕著となり，1967年で紋別の事
業所は廃止された．その後，小型捕鯨によるオホ
ーツク海沿岸でのナガスクジラの発見は近藤

（2001）によれば，1968年6頭，1970年2頭と消
滅寸前というが，網走の小型捕鯨船はオホーツク
沿岸で石油試掘リグが建設されていた時期，つま
り商業捕鯨モラトリアムまで北見大和堆の北端付

近で夏に目視していたという．

5）イワシクジラ
　網走を基地とする沿岸捕鯨で1943年7月に1頭，
紋別で1965²67年の7²8月に33頭の捕獲実績があ
り，日本鯨類研究所が実施する北西太平洋鯨類捕
獲調査（JARPN）で7月に枝幸沖での目視がある
（藤瀬ら 2004）．また元日東捕鯨霧多布事業場長
からの聞き取りでは，1960年代に国後島と色丹島
との間の三角水域は同種の好漁場だったという

（佐々木俊六私信）．しかし，知床周辺海域での
目視記録や捕獲情報は得られなかった．

6）ミンククジラ
　最も観察頻度の高いクジラである．網走などを
基地とする小型捕鯨で1987年まで捕獲対象とな
っており，1970²80年代の知床周辺海域での捕獲

は5月がピークで4月も多く，ついで北見大和堆付
近では9月にも多い（Miyashita & Hatanaka 1996）．
Omura & Sakiura（1956）は試料の多くを網走で得
ている．なお，この論文にある1953²54年の捕獲
位置図では知床半島沿岸の捕獲が見られないが，
これは根室海峡の漁場発見が1954年で本格操業
が翌55年から（三好浩治私信）のためだろう．5²6
月頃の根室海峡では母子のミンククジラが多数観

察される．

7）ザトウクジラ
　近年の出現は根室海峡に限られ，4²7月に南部
の浅海で希に観察されている（佐藤 2004）．『抜
書』によれば，網走では大正時代に少数が捕獲さ
れ，日本鯨類研究所図書室蔵の『鯨種別捕獲 日本
捕鯨協会捕獲統計簿（明治44年²昭和19年）』によ
れば1933年と1935年に各1頭が捕獲されている．
戦後は1945²55年の5²8月に計10頭が捕獲された
（日本捕鯨協会 1954）．小型捕鯨ではオホーツク
沿岸で石油試掘リグが建設されていた時期まで北

見大和堆北端付近で年に数回目視したという．根
室半島では1988年8月4日に体長11.7mの個体（日
鯨研 M-016），1998年9月11日に体長6.45mの幼獣
（日鯨研 M-139）が座礁している．知床博物館で
常設展示されているウトロのチャシコツ岬下B遺
跡出土のトナカイ角製クジラ像（河野 1955）は，吻
部が幅広で先端が丸く，胸びれが長いなどの形状
から本種の彫刻と考えている．

8）マッコウクジラ
　網走では7²9月に捕獲されていたが，1953年を
最後に捕獲記録が無い．以降のウトロ側での観察
は小型捕鯨船による数例だが，根室海峡では6²9
月に北部の深海域で普通に観察され，陸から見え
ることも多い（佐藤 2004）．大型の個体であり，1²
数頭のゆるやかな群れであること，北緯44度とい
う地域からオスの単独個体と考えられる．観察場
所が海峡北部に限られ，その深海で索餌すること
から根室海峡を通過するのではなく，国後水道な
ど千島列島を通過して知床には北から到達してい

ると見られる．

9）ツチクジラ
　現在も小型捕鯨の対象種で，オホーツク海では
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以前から毎年数頭から10頭程度があった．日本
小型捕鯨協会によると，商業捕鯨モラトリアム実
施の1988年には網走の2業者で22頭を捕獲，翌年
の捕獲は5頭で以降は1997年を除き毎年2頭（1997
年は1頭）の捕獲であった．2005年は資源調査の
結果捕獲枠が倍となり4頭を捕獲，捕獲時期も釧
路沿岸の調査捕鯨の開始時期に間に合わせるため，
2004年までの9月1日開始から8月後半開始に変更
されている．深海で索餌するため根室海峡では羅
臼町松法以北（三好浩治私信），ウトロ側では硫黄
山沖以先で観察されることが多いが，網走沖でも
捕獲がある．
　通常本種は海獣観察事業の対象とはなっていな

いが，知床沿岸では頻繁に目撃され，観察事業の
対象となる可能性がある．将来，捕鯨（漁業）と
海獣観察事業（レクリエーションあるいは教育）

の間での海面利用調整が必要になると予測される．

10）オウギハクジラ
　知床近海では1996年5月20日の斜里前浜のオス
成獣の漂着が初報告となった（漂着は5月上旬以
前）．その後1999年に同じく斜里前浜でメス成獣，
羅臼では2003年10月1日にオウギハクジラ属の漂
着があり（日鯨研 O-1492），DNA分析でオウギハ
クジラと判定された．さらに知床博物館で「アカ
ボウクジラ」として記録していた個体がオウギハ

クジラ属であることが判明した．これは1981年7
月1日に知床半島基部の斜里町日の出沿岸の小型
定置網に混獲後に死亡した2頭で，博物館で写真
を撮影したものである（日鯨研 O-1676）．全身を
撮影した写真はないが，眼球後方と下顎から尾柄
までの腹部が白く（胸鰭は黒い），若い個体と思わ
れる．販売され標本が残されていないのが残念だ
が，身体は扁平でなく，丸太のようだったという．

11）シロイルカ
　2001年6月頃にウトロ側で定置網による混獲が
あったが，死体はすぐに廃棄されている．2004年
5月には，根室海峡基部の標津で1か月ほど居着い
たことがある（北海道新聞 2004年5月19日）．古く
は1958年10月27日に別海町尾岱沼で座礁した1個
体が捕獲されているので（北海道新聞 1958年10月
30日），まれに来遊すると考えられる．

12）シャチ
　捕鯨船以外の目撃例は少ない状態が続いていた

が，2000年を境にオホーツク側，根室海峡ともに
知床岬付近で夏季に毎年のように10頭前後の群
れが観察されるようになった．そして2001年8月
に知床で撮影された2個体と同一と判断される鯨
が，噴火湾で2002年9月と2003年9月にそれぞれ
観察されており，日本で初めて個体識別法によっ
て離れた海域での同一個体の確認とされた（噴火

湾海洋動物観察協会 2005）．また，知床沿岸域で
も同一個体の複数年観察があるほか，択捉島の間
でも同一個体と思われる写真が毎日新聞根室支局

の本間浩昭記者によって撮影されている（佐藤ら 
2006）．
　2005年2月7日に羅臼町相泊で11²12頭からなる
シャチの群れが流氷に閉じこめられ，9頭が学術
調査されおそらく全個体が死亡する出来事が発生

した（Uni et al. 2005a）．さらに2月27日には択捉
島で6頭が流氷による集団座礁で死んだ．死体か
らは多くの研究が進行中であり，その一端が2006
年2月16²17日に国立科学博物館で開催されたワ
ークショップ「西部北太平洋のシャチ: 現状の評
価と保全に向けての展望」で示されたほか，2月19
日には羅臼町で一般向けに「道新フォーラム・シ

ャチからのメッセージ」が開かれている．なお，
集団座礁後以降は知床沿岸でのシャチの観察は少

数に留まっている（佐藤ら 2006）．
　海氷によるシャチの集団座礁はカナダ東海岸で

2例が知られるが（Mitchell & Reeves 1988），オホ
ーツク海南部ではしばしば発生していたようで，
知床岬にはアイヌが「フンペオマモイ」（鯨の寄る

湾）と名付けた場所があり，毎年のように鯨が氷で
死ぬといい（秋葉 1994），近世末から近代初期の斜
里アイヌは流氷で死んだシャチを利用したという

聞き取りがある（更科 1955）．確実な証拠を有す
る記録によると，1925²2005年の80年間に北海道
のオホーツク海沿岸と択捉島であわせて7回の流
氷期の座礁があり，聞き取りなどを考慮すると，
その頻度は約10年に1度程度と考えられる（Uni et 
al. 2005b）．
　国内でのシャチの研究は数少なく，目視情報以
外では，鰭脚類研究者によるアザラシ捕食の報告
（Wilke 1954），捕鯨業者が水産庁に提出した記録
に基づく研究（Nishiwaki & Handa 1958）などに限
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られる．また小型捕鯨船が曳航中のツチクジラや
ミンククジラを食いちぎることがあるといい，
1988年に捕獲された3頭の胃にはツチクジラらし
き皮付きの肉片が入っていたという（佐々木常世

私信）．

13）コビレゴンドウ
　河村（1981）も北見大和堆付近で「未確認」と
しつつ観察記録に含めたが，分布の記載は保留し
ていた．近年根室海峡で希に観察されるというが
（佐藤 2004），報告者の直接観察ではなく，聞き
取り結果の判断であるため（佐藤晴子私信），本稿
では分布種に含めなかった．小型捕鯨船による目
視は襟裳岬から釧路沖を中心とする太平洋に限ら

れ，オホーツク海や根室海峡での情報は得られて
いない．

14）カマイルカ
　知床では夏に観察される．ときに千頭におよぶ
大規模な群れを作るといわれ，網走沖で観察され
た数百頭以上の大群（小林耕一私信）は同種と思

われる．出現月はオホーツク側は6²11月，根室海
峡も6²11月である（佐藤 2004）．知床沿岸でのス
トランディングは少なく，情報不足の状態にある．

15）イシイルカ
　知床半島沿岸では，根室海峡とオホーツク側で
は硫黄山沖からルシャ沖で観察されることが多い．
知床沿岸でのストランディングは5月²翌1月にあ
り，1999年5月23に網走で体長1m余りの当歳獣1
頭が漂着（日鯨研 O-674），2002年6月22日には体
長1.2mの当歳獣が2頭同時に座礁したこともある
（日鯨研O-1246）．2000年11月22日の記録は標津
沿岸での混獲で，知床としては遅い時期であった
（日鯨研 O-920）．この個体の胃内容には多数の
イカの口器が見つかり，イカを目当てに遅くまで
居残ったと考えられる．
　本種は突棒漁業の対象種で，知床沿岸で開始さ
れたのは戦時中の資源調査（平島・大野 1944）によ
る．当時の経験をもとに大槌町の突棒漁船が昭和
50年代後半に知床沿岸での操業を再開した（宇仁
未発表）．近年の網走港では通常8月のお盆過ぎか
ら10月上旬まで多い年で10数隻が停泊している．
　イルカの突棒漁業はかつて自由漁業であったが，

1989年から岩手県で知事許可，その他の操業県
（北海道，青森，宮城，千葉，和歌山，沖縄）で
は海区漁業調整委員会承認漁業となり，2001年か
らは全国で知事許可となっている．現在の北海道
沿岸の操業は『北海道沖合海域におけるいるか突

棒漁業の許可等に関する取扱方針』（北海道，平成
13年6月20日施行．以下『取扱方針』）によって
イシイルカ以外の鯨類の捕獲が禁止され，操業海
域と陸揚港にも制限がある．
　最新の『取扱方針』は2005年7月11日に改訂さ
れたもので，操業除外水域として「北海道の最大
高潮時海岸線から沖合5,000メートル以内の区域」，
「茅部郡砂原町砂崎灯台と室蘭市チキウ岬灯台と

を結ぶ線以西の噴火湾の区域及び室蘭市チキウ岬

灯台から半径10,000メートル以内の区域」，そし
て北方四島周辺海域が示されている．このうち
「室蘭市チキウ岬灯台から半径10,000メートル以
内の区域」は2001年6月20日改正によって新しく
追加された内容である．『取扱方針』に明記された
操業制限は「資源の保護又は漁業調整」のため必

要な場合に限られているが，チキウ岬沖ではイル
カ観察船の目の前でイルカ突棒漁船の操業が目撃

され，乗客に心理的な苦痛を与えたケースがある
ので（北海道新聞 1996年6月4日第2社会面），海
獣観察事業との海面利用調整を含んだ改訂と思わ

れる．
　また，漁獲したイルカの陸揚港について，知事
許可制当初では「増毛港，古平港，千走港，熊石
港，十勝港，霧多布港，ウトロ港，散布港（道内
者）／斜里港（道外者），網走港，紋別港」の11
港が指定されていたが，2005年の改訂によって斜
里町ウトロ港が除外された．これも知床が世界自
然遺産に登録されたことへの配慮と考えられる．

16）ネズミイルカ
　北海道では4²5月に道南の渡島半島東部の南茅
部町の定置網でしばしば混獲されているが（日本

鯨類研究所ストランディングレコード），知床沿
岸での観察や漂着は，根室海峡では1²11月（佐藤 
2004），オホーツク側では7²翌年1月である．色も行
動も目立たないため人目につかないが，普通に見
られ，背中を水面上に出したままぼうっと浮かん
でいることもしばしば観察される．
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まとめと課題

　以上のように知床沿岸，なかでも根室海峡は鯨
類が多種回遊し，かつワシやアザラシなどの大型
動物にも多く，加えて流氷という特異な自然現象
やすぐれた景観にも恵まれた場所で，北海道では
唯一，鯨類観察を事業として行うことが可能な海
域である（宇仁 2004a）．知床周辺海域まで含めて
考えれば大型鯨類の分布も増え，北東アジア有数
の鯨類の多様性に富んだ海域といえる．とりわけ
シャチの観察は東アジアでも随一であり，この海
域での調査研究体制の充実が望まれる．
　一方，課題は漁業以外とそれ以外の海面利用活
動の調整にある．知床の世界遺産登録に伴い，
2004年7月に知床世界自然遺産候補地科学委員会
（登録後は「知床世界自然遺産科学委員会」）が設

置され，海域の管理は科学委員会の委員などで構
成される「海域ワーキンググループ」で議論され

ている．しかし議論の多くは漁業管理に費やされ
ており，委員もほとんどが水産科学関係者である．
遺産登録に際し，トドと漁業との共存が重要な課
題として認識され，トドの餌となるスケトウダラ
の管理策が焦点となった経緯あるので，議論が漁
業管理中心となるのは理解できる．
　しかし，世界遺産登録海域の管理とは生態系の
保全や漁業に留まらず，教育活動やレクリエーシ
ョン活動など漁業以外の海面海中利用の位置付け

と管理を含むものである．これらを含んだ総合的
な海面利用調整の議論は魚類研究を進める面から

も今後の課題として残されているといえよう．
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